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桔梗が開花！
　７月下旬、明智城の登り口「桔梗坂」に桔梗の
花が咲きました。この花は市民団体の桔梗を育て
る会が桔梗坂を彩ろうと苗を植え、手入れしてい
ます。
　桔梗の花がモチーフの桔梗紋は、美濃国に一大
勢力を築いていた土岐一族が使い、土岐氏の流れ
をくむ明智氏出身の光秀も使ったといわれていま
す。そんな桔梗の花の開花は９月頃まで！皆さん
も一度足を運んでみてはいかがでしょうか。

　「いじめ防止専門委員会」が発足した平成24年から市の特別顧問を
務める尾木ママこと尾木直樹さん（教育評論家）が、７月７日、子育
て健康プラザ・マーノを訪れました。
　８月10日から２週間放送したケーブルテレビの番組で「いじめを
しない子に育てる方法」を語ってくれました。収録で訪れた尾木ママ
に、マーノに居合わせた利用者から喜びと驚きの声があがりました。
　８日は、家庭教育学級のリーダーなど約200人を対象に行った子育
て相談会で、子育てに関する悩みや疑問に直接助言しました。参加者
からは「これから成長していく過程でぶつかる問題に対して、どう向
き合っていけばよいかとても勉強になりました」など子育てに活かし
ていきたいという声がたくさん聞けました。最後に「これからは心根
のよい子に育てることが大事。答えはひとつではないので無理せず頑
張って」と尾木ママからエールが送られました。

おかえりっ、尾木ママ！　〜 1年ぶりに可児へ〜

7・15集中豪雨災害を忘れない
　平成22年に可児市で発生した7・15集中豪雨災害では、
可児川の氾濫で１人が亡くなり２人が行方不明となりま
した。９年たった７月15日、市民団体が集いの会を催し、
犠牲者の家族や支援者30人が参加。献花を可児川に流す
などして犠牲者をしのび、二度とこのようなことが起きな
いようにと祈りました。冨田市長は「防ぐことができた災
害。二度と尊い命をなくさないよう、できる限りの対策を
する」と述べました。

光秀と同じ明
あけちのしょう

智荘生まれ
　ハートピア可児の杜

もり

（瀬田）で７月１日、「美濃
国明智荘の桔梗うどん」の完成披露試食会に市長と
ふるさと広報大使の塚本明里さんが出席しました。
障がい者の就労移行支援の一環として、同施設が実
施。職員が製麺し、利用者はパッケージのシール貼
りや箱詰めを担当しています。
　今後は市内のイベントや道の駅可児ッテなどで
販売する予定です。見かけたら手に取ってみてくだ
さいね。

犠牲者をしのぶ参加者

試食会の様子
ムラサキイモパウダーで色
付けした桔梗型の麺帯

桔梗坂（左）と桔梗の花（右）

光秀博士になれる！？
　７月30日、「知ろう！探ろう！明智光秀のすべて」と題し
た講座が行われ、40人が参加しました。参加者からは「さ
まざまな書物の解説は大変興味深いものだった」「今回の座
学編を聞いて、現地編がより楽しみになった」といった声
が聞かれ、光秀への関心を深めていました。
　この講座は明智城跡周辺でのボランティアガイドの育成
も目的としており、今後も随時ボランティアの募集が行わ
れます。みんなで明智荘を盛り上げましょう！

ヒマワリの花で笑顔になって
　市内小中学校特別支援学級の児童生徒から７月18日、ヒ
マワリのプランターが届きました。
　「ひまわり活動」は命を大切にする心を育て、人と関わる
力を高めようと平成25年から続いているもので、今年で７
回目。この日は８人の代表児童生徒の皆さんが市役所を訪
れました。
　プランターを受け取った市長は「市役所に来るたくさん
の人に見てもらえる。みんなもヒマワリのようにすくすく
と成長してほしい」と語りました。

平牧地区センターでの講座の様子

覚書に署名する山岡学長（右）と市長

児童生徒の皆さんと市長

本で地域と連携
　岐阜医療科学大学可児キャンパス図書館と可児市立図書
館の覚書調印締結式が７月30日、市役所で行われました。
これにより、大学図書館と市図書館が資料を相互利用でき、
市民の皆さんが同大学の図書館も利用できるようになりま
す。
　山岡学長は「今後も蔵書数が増える予定。地域との連携
を深め、市民が誇りに思える大学にしていきたい」と思い
を語りました。 （上）子育てへの想いを語る収録時の様子

（右）参加者からの相談を受ける尾木ママ


